











































































































Y . = c . Y . - c . T + B . + T ( a 国の所得決定式)
y > = c ・ r * ー C b 一T 十B . + T ( b 国の所得決定式)
B . = W i 一T + rn t Y b 十m . T - m . Y . - T ( a 国の経常収支決定式)
a は援助供与国, b は援助享受国
C = 限界支出性向
T = 援 助
C 一= 援助資金からの限界支出性向
m = 限界輸入性向
m 一= 援助資金か らの限界輸入性向
β. = a 国側か ら定義 した経常収支
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援助のマクロ効果(I) (須田)
Ba-a-ca)( l -cb)〔ma'+mb′ -




































援 助 共 与 国増 税 .享 受 国減 税 の ケ ー ス C b= Cb
171a- ffta TJlhこ= m b
援 助 共 与 国 独立 支 出減 . 享受 国独 立 支 出増 の Ca′= Cb′= 1
ケ ース m a′= n b′= 0
援 助 共 与 国 増 税 . 享 受 国 独立 支 出増 の ケー ス Ca - Ca′; Cb′= 1
Tfla- W la
援 助 共 与 国 独 立 支 出 減 . 享受 国独 立 支 出増 で Ca = Cb′= 1
両 国 と も一 部 輸 入 へ 向 か うケ ース
援 助 共 与 国 独 立 支 出 溝 . 享受 国輸 入 財 を購 入 c a - C b - 1
し, そ の見 返 り資 金 で 国 内財 購 入 ケ 】ス m b′- 1 ', m a′= 0
援 助 共 与 国 増 税 . 享 受 国 輸 入 財 を 購 入 し , そ C a= Ca′; cb = 1
の見 返 り資 金 で 国 内財 購 入 ケ 】ス 7H a- TJla′; m .b= ¥
援 助 共 与 国 独 立 支 出 減 . 享 受 国 輸 入 財 を購 入 C a = C b′= 1
し, そ の見 返 り資 金 で 一 部 輸 入 財購 入 ケ ース n tb = 1 ', nta > 0
援 助 共 与 国独 立 支 出減 . 享 受 国 輸 入 財 を購 入 C a′= 1 ; cb= ch































援 助 享 受 国 援 助 供 与 国 援助享受国所得 援助供与国所得 経常収支 (享受国側)
減税 * * 増税 可処分所得 ↑ 可処分所得 ↓ 黒字化
国内財支出増 国内財支出減 所得 ↑ 所得 ↓ 黒字化
国内財 .輸入 国内財 .輸入 777. + /7?4 m . + nit m . + nib
財支出増 財支出減 < 1 のとき < 1のとき < 1 のとき
( > ) (> ) ( > )



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































∂PJ∂ht-D,( 1 - β,)/(Z>Aln-D♪)
∂Pn/∂h.-




















































dPn/dhn- 9 i- g2
となるので,利潤最大化の条件式をhで数分し,
上式を用いると,

































dR/dh - YndPn/dh + R/hn x dhjdh
が得られる｡右辺は正であることが既に求めら
れているので,初期の利潤がマイナスでないか
ぎり, hの増大は非貿易財の利潤を増大させる｡
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